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平成３１年１月吉日

一般社団法人千葉県計量協会会長　惠　藤　敏　郎

　新年明けましておめでとうございます。

　会員の皆様方におかれましては、輝かしい新

年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　平素より、当協会の運営にご支援・ご協力を

賜り、昨年実施した各種事業につきましては、

大過なく推移しておりますことに厚くお礼申し

上げます。

　当協会では、７つの計量関係団体の部会化後

３年目に入り、部会化の主要目的でありました

職員の社会保険への加入も実現化したことによ

り、協会運営のさらなる透明化や各種事業の一層

の充実・拡大を図り、県内の計量業界における

社会的責務をより一層果たしていく所存であり

ます。

　さて、近年の国内製造業の現場では、長年品質

データの改ざんや無資格者よる検査などが行わ

れた問題が衝撃的でした。計量関係に携わる者

としても法の原点に立ち返り、日ごろからコン

プライアンスを十分に意識し、適正な計量の実施

の確保に努めていくことの重要性を改めて認識

させられたところです。

　一方、計量業界にとっても昨年は大きな変革

の年でありました。十年ぶりに開催された計量

行政審議会の答申を踏まえ、計量法政省令の見

直しが行われ「自動はかり」を特定計量器に追加

し検定を実施すること、器差を中心とした「指

定検定機関」の創設など、改正は多岐にわたっ

ており取り巻く環境は著しく変化しております。

　また、昨年１１月１６日に「国際度量衡総会」

において、７つの基本単位のうち、質量の単位

キログラム（㎏）など四つの単位の定義改正案が

承認され、本年５月２０日の「世界計量記念日」

に正式に新定義に移行されます。

　このような状況の中で、当協会としては、今

後とも県と表裏一体の立場から、広く県民の計

量思想の普及啓発、及び計量に関する知識、技

術の向上並びに計量関係者の資質の向上を図る

と共に、会員皆様の計量意識の向上に資するた

めの各種講習会、研修会・見学会等を実施して

まいる所存ですが、この度、部会化を契機とし

て計量協会の会報を発刊することとし、これら

の諸事業の情報を会員の皆様に提供し、活用し

ていただくための手段となることを目指してま

いりますので、会員皆様方のより一層のご支援

とご協力を賜りますようよろしくお願い申し上

げまして、挨拶とさせていただきます。

１．創刊号のご挨拶
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平成３１年１月吉日

千葉県計量検定所長　大　竹　悦　司

　新年明けましておめでとうございます。

　このたび、一般社団法人千葉県計量協会の会報

が創刊されますことを心よりお慶び申し上げます。

　貴協会におかれましては、昭和３４年に任意

団体として発足されて以来、長年にわたり計量

の適正化や計量思想の普及・啓発への取組みを

通じ、本県における産業・経済の発展と県民生

活の向上に大きく貢献してこられましたことに

深く敬意を表します。

　また、惠藤会長をはじめ計量協会会員の皆様

におかれましては、日頃から本県の計量行政の

推進に御理解と御協力をいただき、本県の適正

な計量の実施についてそれぞれの立場で日々御

尽力されておりますことに、深く感謝申し上げ

ます。

　さて、計量制度は、経済や産業、文化等にお

ける基本的制度のひとつであり、計量法により

適正計量の実施が確保されています。近年、グ

ローバル化や技術革新の進展により、計量行政を

取り巻く環境が変化していることから、国では、

計量制度の見直しを行なっており、平成２９年

の計量法関係政省令の改正をはじめとして、順

次法の改正を進めているところです。

　特定計量器に「自動はかり」が追加となり、

その製造・修理事業の届出や技術基準のＪＩＳ化

の実施に続き、本年４月より「第１弾自動はかり」

（自動補足式はかり）の検定が開始となります。

　この検定では、器差検定を中心とした指定検定

機関制度の導入により実施され、現在、国が指定

の手続きを進めています。また、併せて「燃料

油メーター」や「非自動はかり」の区分におい

ても同様の制度が導入され、民間事業者の検定

への参入促進が図られています。

　このような計量制度における変化に対しては、

着実な対応が求められることから、県では、国

や特定市との緊密な連携はもとより計量関係事業

者等を会員にもつ貴協会とも連携を図りながら

対応してまいります。

　今後とも適正な計量の実施や計量思想の普及

啓発などの計量行政を推進し、県民生活の安全・

安心の確保に努めてまいりますので、さらなる

御支援・御協力を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。

　結びに、一般社団法人千葉県計量協会の益々

の御発展と会員の皆様の御活躍を御祈念申し上

げまして、お祝いの御挨拶といたします。

１．創刊号のご挨拶
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２－１　平成３０年度「理事会」の開催
　　　年間４回の開催
　　　第１回：平成３０年６月５日（火）

千葉市「ホテルプラザ菜の花」
　　　臨　時：平成３０年６月２６日（火）　

千葉市「ホテルプラザ菜の花」
　　　第２回：平成３０年９月２８日（金）　

千葉市「ホテルプラザ菜の花」
　　　第３回：平成３１年１月２２日（火）　

千葉市「ホテルプラザ菜の花」

２－２　平成３０年度「通常総会」の開催
　平成３０年６月２６日（火）ホテルプラザ菜
の花において平成３０年度「通常総会」を開催
し、千葉県計量検定所次長 曽我部様、（一社）
日本計量振興協会 村松常務理事をご来賓として
迎え、２４８名の会員（出席６５会員、委任状
１８３会員）が出席しました。
　総会に入る前に、計量協会会長表彰の授賞式
を行いました。
　その後、総会の開会にあたり、惠藤会長、曽
我部次長、村松常務理事の挨拶後、事務局から
総会成立の報告、議長選任、議事録署名人の承
認を経て、審議に入りました。
　第一号議案　平成２９年度事業報告について
　第二号議案　平成２９年度収支決算報告及び

監査報告について

　第三号議案　平成３０年度事業計画（案）
及び収支予算（案）について

　第四号議案  役員の改選（案）について
　第五号議案　その他

　 第一号議案、第二号議案では、平成２９年度
に実施した計量協会事業内容等について報告し、
異議なく承認されました。第三号議案、第四号
議案では、事業計画、収支予算、役員の改選に
ついて説明し、異議なく承認されました。また、
臨時理事会を開催し、惠藤理事が会長に再任さ
れました。総会終了後、懇親会を開催しました。

２－３　平成３０年度「計量関係功労者等表彰」
　　―計量協会会長表彰―

　平成３０年度通常総会の前に、計量協会会長
表彰の授賞式を行いました。この表彰は、当協
会の会員で、計量に関して特に功労・功績のあっ
た事業場・個人を表彰し、計量に関する意識の
高揚及び適正な計量の推進に資するために行う
ものです。受賞者は次のとおりです。
　（１） 計量管理優良事業場（計量管理部会長推薦）

●新日鐵住金㈱君津製鐵所
●ＪＮＣ石油化学㈱市原製造所

　（２） 計量関係功労者 
　　　優秀社員（計量工業部会長推薦）
　　　●板橋　　淳　　㈱京葉ＫＳテック

●竹口　龍次郎　恵藤計器㈱

２．計量協会の活動
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　（３）計量管理功労者（計量管理部会長推薦）
●藤原　　航　富士石油㈱袖ケ浦製油所

　（４）優良計量技術者（計量管理部会長推薦）
●小出　勉　ＫＨネオケム㈱千葉工場

　（５）計量関係功労者（計量士部会長推薦）
●石毛　英幸　ヤマサ醤油㈱

　（６）平成２８年度「計量管理強調月間」
ポスター・標語（計量管理部会長推薦）

ポスターの部
　特　賞　●髙根　千代

㈱荏原製作所富津事業所
　優秀賞　●板垣　寿之　 

ＪＦＥスチール㈱東日本製鉄所（千葉地区）
　　〃　　●大垣　　隆

ＪＮＣ石油化学㈱市原製造所
　　〃　　●矢ケ﨑　彩香 

ＪＳＲ㈱千葉工場

標語の部
　特　賞
●わずかな誤差も 厳しく管理 信頼積み上げ安心社会
＊齋藤　智也　住友化学㈱千葉工場

●量るみんなが責任者 正しい管理で守ろう信頼
＊小田部　達哉　出光興産㈱千葉事業所

●小さな誤差と軽視せず 大きく育てる 計量意識
＊吉田　愛梨　ＪＮＣ石油化学㈱市原製造所

●安心与える正しい計量 数字で示す信頼度
＊山田　　博　富士石油㈱袖ケ浦製油所

２－４　平成３０年度
　「関東甲信越地区計量団体連絡協議会」

　平成３０年度関東甲信越地区計量団体連絡協
議会が栃木県で開催されました。この連絡協議
会は、関東甲信越地区１０都県の計量協会と計
量士会（部会）が協力して持ち回りで主催し、
年１回開催しています。
　今年度は栃木県が当番で、１０月１２日（金）
宇都宮市「ホテルニューイタヤ」で来賓１２名、
計量関係者１２８名が参加して開催されました。
　千葉県からは計量協会惠藤会長、計量士部会
鶴見部会長を筆頭に総勢１０名が参加しました。
昨年度開催の山梨県の会務報告が行われた後、
提案議題１件の審議及び意見交換が行われ閉会
となりました。なお、次年度は群馬県が当番県
として、群馬県伊香保温泉で１０月２４日（木）、
２５日（金）に開催することが決定されました。
　連絡協議会の開会に先立ち、感謝状及び記念
品の贈呈が行われ、当県計量士部会所属の江波
戸俊朗氏が表彰されました。また、当協議会を
開催するにあたり、代表者会議が東京都内で次
のとおり開催されました。
平成３０年４月１３日（金）、７月６日（金）、
８月１７日（金）、１２月１４日（金）
出席者：惠藤会長、鶴見計量士部会長、

米谷事務局長
　さらに、平成３０年度関東甲信越地区計量団
体連絡協議会実務担当者会議（事務局会議）が
次のとおり開催されます。
期　日　平成３１年３月７日（木）、８日（金）
場　所　群馬県
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　計量協会には６つの部会があり、それぞれの
部会の特殊性、専門性に特化した部会活動を展
開しております。お互いの部会で共通すること、
相互補完できることがあるかと思いますので、
部会間の情報交流などを図っていただければと
思います。

３－１　計量工業部会
　部会長：岡本　美孝（㈱竹中製作所）
　（１）理事会
第１回：平成３０年４月１８日（水）

ホテルプラザ菜の花
　　第２回：平成３１年１月２５日（金）　

ホテルプラザ菜の花

　（２）全体会議（書面会議）
平成３０年５月１１日（金）

　（３）平成３０年度関東甲信越地区計量団体
連絡協議会の結果について
期　日：平成３０年１０月１２日（金）
場　所：栃木県　宇都宮市

「ホテルニューイタヤ」
出席者：５名

　（４）研修見学会
計量工業部会・計量士部会・計量器販売

・流通部会と合同で実施しました。

　期　日：平成３０年１０月２３日（火）
　　　場　所：日本電気計器検定所　東京都港区
　　　参加者：１１名（当部会１）　

３－２　計量器販売・流通部会
　平成３０年度から従来の販売事業者部会と大
型店部会が統合され計量器販売・流通部会が発
足しました。
　部会長：惠藤　敏郎（恵藤計器㈱）
　（１） 理事会
　　第１回：平成３０年　４月　６日（金）

計量検定所会議室
　　第２回：平成３０年１１月２０日（火）　

計量検定所会議

　（２）平成３０年度関東甲信越地区計量団体連絡協議会
参加者：１名

３．部会の活動
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　（３）研修見学会
計量器販売・流通部会、計量工業部会、
計量士部会と合同で実施しました。

　　　期　日：平成３０年１０月２３日（火）
　　　場　所：日本電気計器検定所　東京都港区
　　　参加者：１１名（当部会２名）
　（４）講習会

•計量器販売部会員を対象に、計量法令及び
計量器の最新情報等の知識習得のため例
年実施しています。今年度は、次のとおり
実施しました。

　　　期　日：平成３０年１２月７日（金）
　　　場　所：千葉市暮らしのプラザ
　　　内容等：計量法令関係：講師　計量検定所
　　　参加者：１６名

•流通関係部会員の従業員を対象に、計量
法令及び適正な計量販売の技術等知識習
得のため例年実施しています。今年度は、
次のとおり実施しました。
期　日：平成３０年１０月１９日（金）
場　所：㈱高島屋柏店
参加者：７名

　（５）その他
•月間行事
流通部会で作成したリボンをはい用して、
流通部会員の従業員に対して計量意識の
高揚を図りました。

３－３　計量証明事業部会
　部会長：野口　公正（野口スケール㈱）
　（１）理事会
第１回：平成３０年４月２４日（火）

千葉市　平作
　　第２回：平成３０年８月２２日（水）

同　上　かつうら久七丸
　　第３回：平成３１年１月１８日（金）　

同　上　ホテルプラザ菜の花　

　（２）全体会議（書面会議）
平成３０年５月１４日（月）

　（３）研修見学会
期　日：平成３０年１０月６日（土）、７日（日）
場　所：山梨県　石和温泉

　　　　参加者：１０名
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　（４）計量技術講習会
計量証明主任者等を対象に、県が主催して

　　２年に１度開催しました。　
　　　期　日：平成３０年２月２２日（木）
　　　場　所：千葉市　ホテルプラザ菜の花
　　　参加者：１１３名（部会員）

６５名（非部会員）
計１７８名

　（５）カレンダーの発行
平成３０年１２月に2019年用のカレンダー

　を作成し、部会員に配布しました。
　（６）その他
•日本計量証明事業協会連合会総会

　　　期　日：平成３０年５月２３日（水）
　　　場　所：東京都「ＫＫＲホテル東京」
　　　参加者：１名
•日本計量証明事業協会連合会理事会

　　　期　日：平成３０年１１月２２日（木）
　場　所：京都市「ハートンホテル京都」

　　　参加者：２名

３－４　計量管理部会
　部会長：鵜澤　　宏（丸善石油化学㈱千葉工場）
　（１）理事会
第１回：平成３０年４月１９日（木）

計量検定所会議室
　　第２回：平成３０年６月　７日（木）

同　上
　　第３回：平成３０年７月１９日（木）

同　上
　　第４回：平成３０年９月１３日（木）

同　上
　　第５回：平成３０年１２月１３日（木）

同　上
　　第６回：平成３１年３月１４日（木）

同　上

　（２）全体会議（書面会議）
平成３０年５月２４日（木）

　（３）研修見学会
期　日：平成３０年９月２７日（木）
場　所：新日鐵住金㈱君津製鐵所、

エム・エム・プラスチック㈱
　　　参加者：２４名　
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　　　期　日：平成３１年２月１３日（水）、１４日（木）
　　　場　所：神奈川県／愛知県方面
　（４）発表会
今年度の計量管理優良事業場として計量協会

　会長表彰を受賞しました新日鐵住金㈱君津製
　鐵所、ＪＮＣ石油化学㈱市原製造所が、計量
　管理の実施状況等について発表しました。
　　　期　日：平成３０年９月２７日（木）
　　　場　所：新日鐵住金㈱君津製鐵所
　　　参加者：２４名

　（５）意見交換会
計量管理に係る種々の課題等について、意

　見交換等を実施しました。
　　　期　日：平成３０年１１月８日（木）
　　　場　所：千葉市暮らしのプラザ
　　　参加者：２６名

　（６）その他
●月間行事
今年度、ポスター・標語の計量協会会長

　表彰を受賞しました作品を部会員へ配布・

　　掲出して、従業員等の計量意識の高揚を図
　　りました。
●ホームページ・会報
年間、ホームページを３回更新し、併せて

　部会報を３回掲載して、部会員へ情報提供
　　を図りました。

３－５　自重計部会
　部会長：佐藤　光央（サトウ自動車工業㈱）
（１）役員会
第１回：平成３０年４月２０日（金）

千葉市　竹田屋千葉店　
　　第２回：平成３０年８月　９日（木）

千葉市　月潭庵

（２）全体会議
期　日：平成３０年５月２５日（金）
場　所：千葉市　海鮮の國波奈本店

　　　参加者：１４名
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　（３）研修見学会
期　日：平成３０年10月14日（日）、15日（月）
場　所：香川県、愛媛県
参加者：１４名

　（４）その他
•精度確認検査
部会員事業所で使用している自重計検査

　　装置の精度確認及び書類等の整備状況等に
　　ついて、役員が例年１０月の４日間巡回検
　　査を実施しました。

３－６　計量士部会
　部会長：鶴見　昭治（計量士）
　（１）理事会
第１回：平成３０年４月１１日（水）

計量検定所会議室
　　第２回：平成３０年６月１４日（木）

同　上
　　第３回：平成３０年１０月１８日（木）　

同　上

　（２）全体会議
期　日：平成３０年５月２３日（水）
場　所：ホテルプラザ菜の花
参加者：２０名

　（３）三役会
平成３１年２月１４日（木）
計量検定所会議室

　（４）会報編集委員会
平成３０年６月１４日（木）
計量検定所会議室

　　　平成３０年９月　３日（月）
計量検定所会議室
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　　　平成３１年２月１４日（木）
計量検定所会議室

　（５）計量証明検査事業関係会議
平成３０年６月６日（水）
計量検定所会議室

　　　平成３０年７月１８日（水）
計量検定所会議室

　　　平成３０年９月１０日（月）
計量検定所会議室

　　　平成３０年９月１９日（水）
計量検定所会議室

　　　平成３０年１０月１７日（水）
計量検定所会議室

　　　平成３１年３月２８日（木）
計量検定所会議室

　（６）平成３０年度関東甲信越地区計量団体連絡協議会
参加者：２名

　（７）研修見学会
計量士部会、計量器販売・流通部会、計

　　量工業部会と合同で実施しました。
　　　期　日：平成３０年１０月２３日（火）
　　　場　所：日本電気計器検定所　東京都港区
　　　参加者：１１名（当部会６名）
　（８）計量証明検査に代わる計量士による検査
　（計量証明用特定計量器検査）

　　　実施時期：８月17日（金）～９月６日（木）
　　　検査事業所：３９事業者
　　　検査台数：４１台　不適合０台
　（９）その他
●ホームページ・会報
部会員への情報提供として会報を年２回

　発行し、ホームページを適宜更新しています。

３－７　千葉県環境計量協会（賛助会員）
　会長：福田　茂晴（東京パワーテクノロジー㈱）
　（１）新春講演会・賀詞交歓会

期　日：平成３０年１月２６日（金）

　　　場　所：ホテルプラザ菜の花
　　　参加者：来賓２名　会員２４名
　　　講演会：「産業廃棄物法に基づく水銀廃棄物の処理について」

「我が国の公害問題の解決と最近の排ガスＪＩＳの改正」

（２）平成３０年度定時総会
期　日：平成３０年４月２０日（金）
場　所：ホテルプラザ菜の花
参加者：来賓１名　会員２１名
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４－１　平成３０年度「計量正確強調月間」に
おける諸行事

　（１）計量記念日行事
●知事表彰：計量関係功労者
１１月２日（金）県庁副知事室で表彰式が

　行われました。
ヤマサ醤油㈱　石毛 英幸氏（計量士部会所属）

●立看板の掲出
１１月１日の計量記念日を中心に１ケ月間

　　千葉県計量検定所中庭に立て看板を掲出し
　　ました。

　（２）市の消費生活展で「計量コーナー」の開設
暮らしの中の計量の重要性について広く
県民に周知するため、市の消費生活展で千葉
県計量検定所と共催で「計量コーナー」を
開設して、計量クイズに参加された方に県内
の醤油、製粉、洗剤メーカーからの協賛品
を提供しました。

実施した市は、
●君津市（７月２１日）
●柏市（１０月１４日）
●浦安市（１０月２１日）
●四街道市（１１月１０日、１１日）
●香取市（１１月２５日）

（３）家庭用計量器の無料検査
一般家庭で使用されているヘルスメーター、

キッチンスケール、乳児用はかり、体温計、
血圧計の無料検査を計量検定所と共催で実
施しました。
実施した市は、
●東金市（１１月２１日）

４－２　講習会　「適正計量管理技術講習会」
　　適正計量管理事業所等の計量関係者に対し
　て、計量知識の習得及び計量技術の向上に資
　するために開催しました。

４．トピックス
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　　　期　日：平成３０年１１月９日（金）
　　　場　所：千葉市　千葉市暮しのプラザ
　　　内　容：講師：㈱イシダ滋賀事業所

第二開発部　開発統括一課
田尻 祥子 氏

　演題：「計量制度改正に伴う自動
はかりの対応について」

　　　参加者：５０名

４－３　計量記念日 全国大会における表彰
　　経済産業省が主催する計量記念日全国大会が
　平成３０年１１月１日、東京都港区のホテル
インターコンチネンタル東京ベイで開催され、
当計量協会の理事である大野 武氏（計量士
部会）が産業技術環境局長表彰を受賞されま
した。

４－４　千葉県計量検定所コーナー
◎平成３０年度人事異動
千葉県計量検定所では、４月１日付けで人事

　異動が行われましたのでお知らせします。

◎転出者（（　）は新所属等）　（敬称略）
●所　長　山田　　満
　（防災危機管理部産業保安課　課長）
●総務企画課　主査　米倉光治子
　（女性サポートセンター　主査）
●総務企画課　上席計量員　中澤　義明
　（防災危機管理部産業保安課　主査）
◎退職者　（敬称略）
●検定・検査課　上席計量員　伊藤　一男
◎転入者（（　）は旧所属等）　（敬称略）
●所　長　大竹　悦司
　（商工労働部産業振興課　副課長）
●検定・検査課　主任上席計量員　宮内　千尋
　（商工労働部経営支援課　副主幹）
●検定・検査課　主任上席計量員　江澤　昌夫
　（防災危機管理部産業保安課　副課長）　
●検定・検査課　上席計量員　泉水　良介
　（夷隅地域振興事務所　主査）
●総務企画課　計量員　樋爪　紀子
　（防災危機管理部消防課　副主査）
◎内部移動（（　）は旧配置・職）　（敬称略）
●総務企画課　上席計量員　本宮　　巧
　（検定・検査課　上席計量員）

◎立入検査の実施状況（平成３０年１２月末時点）
当所では、特定計量器の適正な供給及び使用

　並びに商品量目の正量取引を確保するため、
　立入検査を次のとおり実施しました。
　　また、実施時期は随時、実施地域は特定市
　を除く市町村を対象に実施しました。
（１）計量証明事業者
実施時期

　　上段：一般計量証明 平成30年 5月16日～ 7月 5日（12日間）
　　下段：環境計量証明 平成30年11月 1日～12月20日（13日間）

検査事業所数 不正事業所数 文書指導 口頭注意 備　考

２７ １２ １ １１

１３ ５ ０ ５
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（２）届出製造、修理事業者
実施時期　平成30年11月6日～ 12月19日（9日間）

（３）商品量目立入検査
実施時期　平成30年 6月25日～ 7月26日（10日間）

中元時期
平成30年11月15日～12月14日（9日間）
年末・年始時期

（４）特定計量器立入検査
実施時期
●石油ガスメーター　平成30年7月18日～ 9月11日（12日間）
●都市ガスメーター　平成30年6月  7日～ 6月20日（ 3日間）

◎平成３１年度特定計量器定期検査の実施計画
取引又は証明に使用されている「非自動は

　かり、分銅、おもり」は、２年に１度検査を
　受検することが義務付けられています。
　　次年度に県が実施する検査予定区域等は下
　表のとおりです。
　　また、県が実施する定期検査を受検できない
　場合は、計量士による検査に代えることもで
　きます。

◎主任計量者試験・講習会の開催
平成３０年度第２回主任計量者試験及び講習会

　は以下のとおりです。
①期　日：平成３１年１月１０日（木）
講習会：午後１時２０分
試　験：午後３時

②場　所：千葉県産業支援技術研究所天台庁舎
千葉市稲毛区天台６－１３－１

◎平成３１年度の主任計量者試験及び講習会の予定
①第１回：２０１９年７月１１日（木）
②第２回：２０２０年１月　９日（木）

※詳細については、千葉県計量検定所ホーム
ページに各約２か月前に載せますのでご確認
ください。

検査事業所数 不正事業所数 文書指導 口頭注意 備　考

１７ １２ １１ １

市町村数 件　数 不正件数 検査個数 不正個数

石油ガスメーター ９ １２ ０ 　３６１ ０

都市ガスメーター ３ ３ ０ １２２ ０

平成３１年度特定計量器定期検査の実施計画

検査月 市 町 村 名
４月 鴨川市

５月 木更津市・いすみ市

６月 四街道市・鎌ケ谷市・習志野市・
夷隅郡（御宿町、大多喜町）

７月 浦安市・匝瑳市

９月 袖ヶ浦市・君津市

10月 東金市・八街市・南房総市

11月 野田市・勝浦市・安房郡（鋸南町）

12月 富津市・佐倉市

１月 香取郡（東庄町）

2月 香取郡（多古町）

３月 香取郡（神崎町）

検査戸数 不正戸数 検査個数 不正個数 文書指導 口頭注意

中元期 １６ ９ １，０８６ ６８ ８ １

年末期 １５ ９ １，０３７ ４２ ６ ３

合　計 ３１ １８ ２，１２３ １１０ １４ ４
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４－５　 （一社）千葉県計量協会役員名簿及び各部会役員名簿
（平成３０年６月２６日）

（一社）千葉県計量協会役員
（敬称略　順不同）

職　名 氏　名 事業所名 所属部会名

会　長 惠藤　敏郎 恵藤計器㈱ 計量器販売・流通部会長

副会長 岡本　美孝 ㈱竹中製作所 計量工業部会長

 〃 野口　公正 野口スケール㈱ 計量証明事業部会長

 〃 鵜澤　　宏 丸善石油化学㈱千葉工場 計量管理部会長

 〃 佐藤　光央 サトウ自動車工業㈱ 自重計部会長

 〃 鶴見　昭治 計量士 計量士部会長

理　事 土屋　哲男 ㈱高島屋柏店 計量器販売・流通部会

 〃 時田　竹生 大和製衡㈱千葉営業所 計量器販売・流通部会

 〃 井場　誠史 アズビル金門㈱千葉営業所 計量工業部会

 〃 安並　　淳 ㈴安並化学衡器製作所 計量工業部会

 〃 三島　　康 愛知時計電機㈱千葉営業所 計量工業部会

 〃 曽根　源広 ㈲曽根商店 計量証明事業部会

 〃 齋藤　隆宏 ㈱富澤商店 計量証明事業部会

 〃 溝口　　剛 ㈱溝口商店 計量証明事業部会

 〃 上原　健一 キッコーマン食品㈱野田工場 計量管理部会

 〃 矢原　昭文 三井化学㈱市原工場 計量管理部会

 〃 小幡　昭彦 ㈱習志野自動車興業 自重計部会

 〃 大野　　武 計量士 計量士部会

監　事 髙橋　芳明 ㈱東武百貨店船橋店 計量器販売・流通部会

 〃 齊藤　博之 計量士 計量士部会
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計量工業部会役員
（敬称略　順不同）

職　名 氏　名 事業所名

部 会 長 岡本　美孝 ㈱竹中製作所

副部会長 三島　　康 愛知時計電機㈱

理　　事 加藤　恵太 日鉄住金テックスエンジ㈱

〃 山根　健司 日立オートモティブシステムズメジャメント㈱関東支店

〃 村松　節郎 ㈱タツノ東京支店

〃 松﨑　正道 ㈱京葉ＫＳテック

〃 安並　　淳 ㈴安並化学衡器製作所

監　　事 井場　誠史 アズビル金門㈱

〃 惠藤　敏郎 恵藤計器㈱

計量器販売・流通部会役員
（敬称略　順不同）

職　名 氏　名 事業所名

部 会 長 惠藤　敏郎 恵藤計器㈱

副部会長 土屋　哲男 ㈱高島屋柏店

理　　事 吉田　俊夫 イオンマーケット㈱

〃 髙橋　芳明 ㈱東武百貨店船橋店

監　　事 時田　竹生 大和製衡㈱千葉営業所

自重計部会役員
（敬称略　順不同）

職　名 氏　名 事業所名

部 会 長 佐藤　光央 サトウ自動車工業㈱

副部会長 小幡　昭彦 ㈱習志野自動車興業

会　　計 玉井　峯夫 玉井車輌㈲

監　　事 斉藤　健治 ㈱八千代自動車整備工場
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計量証明事業部会役員
（敬称略　順不同）

職　名 氏　名 事業所名
部 会 長 野口　公正 野口スケール㈱

副部会長 齋藤　隆宏 ㈱富澤商店

〃 曽根　源広 ㈲曽根商店

理　　事 中村　一男 ㈱鈴徳 千葉営業所

〃 本間　　清 （一財）日本穀物検定協会

〃 山口　　保 市川産資源㈲

〃 岡部　　章 ㈱新井商店

〃 栗本　元伸 中田屋㈱千葉工場

〃 斉藤　幸雄 ㈱ハマダ

監　　事 溝口　　剛 ㈱溝口商店

顧　　問 今井　たけ ㈱今井正三商店

計量管理部会役員
（順不同）

職　名 事業所名

部 会 長 丸善石油化学㈱千葉工場

第一副部会長 キッコーマン食品㈱野田工場

第二副部会長 三井化学㈱市原工場

理　　事 アズビル㈱千葉営業所

〃 恵藤計器㈱

〃 ㈱クボタ計装

〃 ＪＳＲ㈱千葉工場

〃 神東塗料㈱千葉事業所

〃 東京計装㈱

〃 日本製粉㈱千葉工場

〃 ヤマサ醤油㈱

〃 横河ソリューションサービス㈱千葉支店

監　　事 三共油化工業㈱

〃 ヒゲタ醤油㈱
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計量士部会役員
（敬称略　順不同）

職　名 氏　名
部 会 長 鶴見　昭治

副部会長 大野　　武

〃 石毛　英幸

常任理事 為村　　廣

〃 吉田　俊夫

理　　事 齊藤　博之

〃 青木　　茂

〃 高橋　英明

〃 鶴岡　賢一

〃 山崎　拓也

〃 柏木　　貢

〃 石井　敏博

監　　事 三浦　　修

〃 上原　健一

顧　　問 高橋　英勝

（１） 今年度から新たに計量協会及び各部会における事業内容等の情報を会員の皆様に提供するため、
会報を年１回発行いたしますので、皆様からの情報をお待ちしております。

　　　また、計量協会ホームページに各部会毎の部会員名簿を掲載いたしましたので、ご活用ください。

（２）　次年度から、計量証明事業に使用するはかりの検査（２年に１度、計量士による代検査）を、　
計量協会が事務局として行うこととなります。
 つきましては、受検を希望する計量証明事業所は、計量協会事務局へお申し込みください。

（３） 計量協会費の納入のお願い
計量協会は、会員の会費により運営しております。

　従って会費が納入されませんと、事業の実施をはじめ、協会運営に支障が生じます。
　　まだ納入済みでない方は、至急納入くださるようお願いいたします

５．計量協会便り・編集後記
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計量器･計測機器
製造・販売・修理・保守管理
計量士による代検査･ＩＳＯ関係検査

計量器･計測機器に関する御用は何でもご照会下さい

　　　各種計量器販売 ･保守管理に貢献する
ＥＴＯＨ

恵藤計器株式会社
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